
１．住民のスポーツ実施状況等
（１）全国
（２）立川市
（３）国分寺市

２．立川市
（１）立川市人口推移
（２）立川市スポーツ施設
（３）立川市総合計画（抜粋）
（４）立川市の抱える課題

３．国分寺市
（１）国分寺市人口推移
（２）国分寺市スポーツ施設
（３）国分寺市総合計画（抜粋）
（４）国分寺市の抱える課題

参考資料



110

　本調査で立川市と国分寺市をモデル自治体としてケーススタディを実施するに当たり、一般
論として住民のスポーツへの取組状況、考え方について記す。

（1）全国

　次の表は、スポーツ庁が実施した「スポーツの実施状況等に関する世論調査」結果を参考に、
全国の一般住民のスポーツに関する状況を記したものである。

項目 結果 備考

スポーツ実施率 週 1回以上は42.7％ 高年齢層ほど運動実施率が高い
傾向

実施スポーツ 「ウォーキング」が最も高く３8.7％ 次点は「運動やスポーツはしな
かった」で３2.5％

実施状況に対する満足度 「もっとやりたいと思う」が最も高く
46.6％

「満足している」14.5％とは数値
に大きな開き

実施が増加した理由 「特に理由はない」が最も高く2３.1％ 次点は「仕事が忙しくなくなっ
たから」で18.9％

実施を増やせない理由 「仕事や家事が忙しいから」が最も高
く３2.8％

次点は「特に理由はない」で
22.2％

嫌いな理由 「苦手だから」が最も高く68.8％ 続けて「疲れるから」60.1％、「時
間を取られるから」３1.0％

始めたきっかけ 「特に理由はない・なんとなく」が最
も高く３0.３％

続けて「友人・知人・同僚に誘
われた」2３.３％、「家族に誘われた」
18.9％

1 年のうち観戦したスポー
ツ

現地の場合は「見なかった」が最も
高く75.３％

次点の「プロ野球」12.7％とは大
きな開き

観戦した理由 「そのスポーツが好きだから」が最も
高く6３.2％

続けて「応援しているチームが
あるから」2３.0％、「なんとなく・
たまたま」19.6％だが数値に大き
な開き

スポーツに関するボラン
ティア内容

「大会・イベントの運営や世話」が最
も高く３３.4％

次点は「運動・スポーツの指導」
28.1％

スポーツに関するボラン
ティア活動を行うきっかけ

「どんなきっかけや動機づけがあって
も、しない・できない」が最も高く
26.6％

次点は「わからない」で25.３％

自身にとって運動スポーツ
は大切か

「大切」が最も高く66.0％

出典：「スポーツの実施状況等に関する世論調査」（スポーツ庁健康スポーツ課）を参考に作成
　　　http：//www.mext.go.jp/sports/b_menu/toukei/chousa04/sports/1３81922.htm（参照2017-11-３0）

1 住民のスポーツ実施状況等
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（2）立川市

立川市スポーツ推進計画の方向性
　立川市スポーツ推進計画とは、第 4次長期総合計画やその他関係計画と連携しながら推進し
ていくスポーツ推進のための分野別計画である。そのため、スポーツ推進計画内で述べられて
いる ３つの基本方針は、第 4次長期総合計画におけるスポーツ分野の方向性と同様のものであ
る。スポーツ推進計画では基本理念として「市民のだれもが、いつでも、どこでも、いつまで
も、スポーツに親しむことができるまち立川」が定められている。スポーツ推進計画内では、
総合計画策定に向けた市民意向調査結果が掲載されており、結果は次のとおりである。

項目 結果 備考

スポーツ実施率 週 1回以上は42.6％ 国調査とほぼ同数値

実施スポーツ 「ウォーキング」が最も高く41.5％ 国調査とほぼ同数値

今後のスポーツ実施意向 機会があればスポーツを実施してみ
たいと「思う」が大半を占め8３.5％

スポーツに親しむために必
要なこと

「身近なスポーツ施設を地域ごとに整
備すること」が最も高く41.0％

次点が「個人や家族での利用を
しやすくすること」で３7.0％

スポーツや運動における体
育施設の利用

市内、市外、公共、民間の施設を問
わず「使っていない」が最も高く
6３.1％

スポーツを楽しめる環境 「ある」「どちらかといえばある」の
計が57.9％

「ない」「どちらかといえばない」
の計は３4.6％

出典：�「立川市スポーツ推進計画」（立川市HP）及び「スポーツの実施状況等に関する世論調査」（スポーツ庁健康スポーツ課）を参
考に作成

　　　https：//www.city.tachikawa.lg.jp/supotsushinko/keikaku.html（参照2017-11-３0）
　　　http：//www.mext.go.jp/sports/b_menu/toukei/chousa04/sports/1３81922.htm（参照2018- 2 -20）
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（3）国分寺市

国分寺市スポーツ推進計画の方向性
　国分寺市スポーツ推進計画とは、国分寺市総合ビジョンやその他関係計画と連携するスポー
ツ推進のための計画である。そのため、 ３つの基本目標は国分寺市総合ビジョンと同様の方向
性である。基本理念として「だれでも参加できる豊かな生涯スポーツ社会の実現～スポーツで
もっと元気な国分寺～」が定められている。計画内ではアンケートをとっており、結果は次の
とおりである。

項目 結果 備考

スポーツ実施率 週 1回以上は49.2％ 国調査とほぼ同数値

実施スポーツ 「ウォーキング」が最も高く３0.1％ 国調査とほぼ同数値

運動やスポーツへの関心 「どちらかと言えば好き」が最も高く
44.4％

「大変好き」と合わせると72.7％

運動・スポーツを実施しな
かった理由

「仕事・家事・育児が忙しいから」が
最も高く60.３％

国調査の「実施を増やせない理
由」も同じく「仕事や家事が忙
しいから」が最も高く３2.8％

運動・スポーツの実施場所 「民間企業が経営するスポーツ施設」
が３0.３％と、「国分寺市の公共施設」
15.5％よりも高い

運動・スポーツを実施する
条件

「身近に施設や活動場所があれば」が
最も高く３5.３％

その他や無回答を除けば、次点
以下は一桁であり数値に大きな
開き

公共体育施設の印象 「充足している」「交通アクセスがよ
い」に対し、そう思わないとの回答
が最も多く49.1％

過去 1 年間のスポーツ観戦
の有無

「観戦した」が最も高く74.9％ ただし現地かテレビ等かは不明

障害者スポーツへの関わり 「見たことがない、関わったことがな
い」が最も高く4３.0％

僅差で次点が「テレビやラジオ、
新聞などで間接的に見たり聞い
たりしたことがある」41.9％

出典：�「国分寺市スポーツ推進計画）（国分寺市HP）及び「スポーツの実施状況等に関する世論調査」（スポーツ庁健康スポーツ課）
を参考に作成

　　　http：//www.city.kokubunji.tokyo.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/016/000/suisinnkeikaku.pdf
　　　（参照2017-11-３0）　
　　　http：//www.mext.go.jp/sports/b_menu/toukei/chousa04/sports/1３81922.htm（参照2018- 2 -20）
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3つの基本目標の1つである「スポーツの活動支援の充実とネットワークの創出」図表

出典：�「国分寺市スポーツ推進計画）（国分寺市HP）
　　　http：//www.city.kokubunji.tokyo.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/016/000/suisinnkeikaku.pdf
　　　（参照2017-11-３0）　
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（1）立川市人口推移　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　市の最上位の行政計画である立川市第 4次長期総合計画（計画期間は平成27年度から３6年度）
から立川市の人口をみると、平成27年（2015年）までは増加傾向となるものの、その後は減少傾
向になると推計されている。
　また、平成17年（2005年）、22年（2010年）、27年（2015年）の年齢階層別人口割合の推移をみる
と、 0～14歳（年少人口）の人口割合はあまり変化がみられないが、65歳以上（老年人口）の増加
と、15～64歳（生産年齢人口）の減少がみられる。老年人口割合の増加については、平成17年（2005
年）と27年（2015年）を比較すると約1.4倍となっている。推計をみても、平成17年（2005年）と比
較して平成52年（2040年）では約 2倍の割合となると予想されている。（以上、立川市第 4次長期
総合計画より）

�
出典：「立川市第 4次長期総合計画（本編）」（立川市）
　　　http：//www.city.tachikawa.lg.jp/kikakuseisaku/shise/sesaku/kekaku/4sogo.html
　　　（参照2017-11-３0）

2 立川市
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出典：「立川市第 4次長期総合計画（本編）」（立川市）
　　　http：//www.city.tachikawa.lg.jp/kikakuseisaku/shise/sesaku/kekaku/4sogo.html
　　　（参照2017-11-３0）
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（2）立川市スポーツ施設

　当調査会の発行している多摩地域データブック2016（平成28）年版によると、立川市における
公立社会体育施設数は３9存在するが、主なスポーツ関連施設について以下に掲載する。

�

名　称 泉市民体育館 地図番号 ①

所在地 立川市泉町786-11

管理者 シンコー・立川市体育協会・アズビル共同事業体

施設・諸室等

室内水泳場【792㎡】：25ｍ×15ｍ
第一体育室【2,227㎡】：�バスケットボール ３面・テニス ３面・バレーボール

4面・バドミントン12面・ミニテニス12面・卓球３6
台・フットサル 2面・ハンドボール 2面

第二体育室【３16㎡】：�バスケットボール 1面・テニス 1面・バレーボール
2面・バドミントン 6面・ミニテニス 6面・卓球15
台

ランニング走路【187ｍ】：雨天でも可
トレーニング室：�各種トレーニングマシン設置・体力測定機器、ストレッ

チマット等
研修室【60㎡】
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名　称 練成館 地図番号 ②

所在地 立川市柴崎町 1 - 5 - 7

管理者 立川市

施設・諸室等

柔道場
第一剣道場
第二剣道場
弓道場
相撲場

名　称 柴崎市民体育館 地図番号 ③

所在地 立川市柴崎町 6 -15- 9

管理者 住友不動産エスフォルタ・住友不動産建物サービス・鹿島建物総合管理共
同事業体

施設・諸室等

第一体育室【1,595㎡】：�バスケットボール 2面・テニス 2面・バレーボール
３面・バドミントン 8面・ミニテニス 8面・卓球22
台

第二体育室【482㎡】：卓球 8台・社交ダンス・太極拳・ヨガ・健康体操
トレーニングジム
スタジオ：３0～40名
ランニングデッキ【160ｍ】
室内プール【969㎡】：�25×15ｍ（ 7コース競泳用公認プール）・15×6ｍ（幼

児用床昇降式）
会議室・幼児コーナー・みんなの健康室（相談室）

名　称 立川公園野球場・陸上競技場 地図番号 ④

所在地 立川市錦町 6 -29-62

管理者 （公社）立川市シルバー人材センター

施設・諸室等 野球場
陸上競技場

名　称 アリーナ立川立飛（2017年10月オープン） 地図番号 ⑤

所在地 立川市泉町500番 4

管理者 （一社）多摩スポーツクラブ

施設・諸室等

公立ではなく㈱立飛ホールディングスが建設
アリーナ（公益社団法人ジャパン・プロフェッショナル・バスケットボール
リーグB2ライセンスの試合開催基準を充足する仕様）
３,275人収容可能

出典：立川市HP等を参考に作成　http：//www.city.tachikawa.lg.jp/shisetsu/sport/index.html
　　　（参照2017-11-３0）
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（3）立川市総合計画（抜粋）

　立川市第 4次長期総合計画における、スポーツに関わる箇所を抜粋した。
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出典：「立川市第 4次長期総合計画（本編）」（立川市）より該当ページを抜粋
　　　http：//www.city.tachikawa.lg.jp/kikakuseisaku/shise/sesaku/kekaku/4sogo.html
　　　（参照2017-11-３0）
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（4）立川市の抱える課題

　立川市第 4次長期総合計画において、立川市のまちづくりの推進に向けた各分野における主
な課題は、下記のようなものが挙げられている。

スポーツ振興

・健康や体力を保持・増進するために運動している割合（週 1回３0�分以上）
は、平成2３（2011）年度では51.9％だったが、平成25（201３）年度には42.6％
と減少しており、さらなる意識啓発とスポーツに親しむきっかけづくり
が求められている。
・地域スポーツクラブなどを通じて、あらゆる世代が、参加しやすい事業
展開が求められている。
・スポーツを通じて健康づくりや体力の増進に取り組み、また、市民の交
流を深めることが求められている。
・第68�回国民体育大会を契機に高まったスポーツ機運を、2020�年東京オリ
ンピック・パラリンピック競技大会へとつなげていくことが課題となっ
ている。
・体育協会やスポーツ推進委員等と連携・協働した事業を展開するととも
に、その推進役となる指導者の育成が求められている。
・体育施設は、老朽化が進行しており、改修や維持管理に要する多額の費
用が課題となっている。

広域的な魅力
の創出と発信

・まちのにぎわいを維持・向上していくために、立川市の魅力をさらに高
め発信し、交流人口を増加させることが求められている。
・立川駅周辺地域の回遊性を向上することが課題となっている。
・労働力人口の減少が予測されているため、立川市の地域資源を活用した
事業所の集積が求められている。
・新たに進出する事業者と既存事業者の共存・共栄が求められている。

多様な産業の
活性化

・商店街の保有施設・設備の劣化や商店街会員数の減少、購買行動の変化
などにより運営基盤の弱体化が課題となっている。
・中小事業者では潜在的な人材とのマッチングが求められており、女性や
若年者、シニアの就労支援が求められている。

地域福祉の推
進

・地域とのつながりが希薄化しているため、孤立化防止のための見守り活
動やネットワークづくりのさらなる推進が求められている。
・核家族化等により地域への意識の変化がみられますが、元気なシニア世
代は増加しており、積極的な地域福祉活動の参加が求められている。

健康づくりの
推進

・健康寿命を延伸するため、市民の主体的な健康管理の促進と地域のつな
がりによる健康づくりの推進が求められている。
・あらゆる世代の市民が身近な場所で気軽に運動を楽しめる環境を整え、
運動習慣の定着を図ることが求められている。
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市民活動と地
域社会の活性
化

・地域の活動に参加している市民の割合は、平成2３（2011）年度では4３.2％で
したが、平成25（201３）年度には３6.2％と減少傾向にある。
・地域のつながりを再認識して、市民、地域によるまちづくりを推進する
ことが求められている。
・価値観やライフスタイルの多様化などにより、地域課題が複雑化してい
る。
・市民活動団体やNPO�等による社会貢献意欲が高まっている。
・複雑化・多様化する地域課題を地域の連携により解決していくことが求
められている。

積極的な情報
の発信と共有

・広報紙やホームページ等により必要な行政情報が入手できていると思う
市民の割合は、平成25（201３）年度では77.0％となり、今後もこの水準を維
持・向上することが求められている。
・必要な時に必要な市政情報を得られるよう多様な媒体を活用して戦略的
に発信することが求められている。
・行政からの単方向による情報発信から、市民や団体と情報を共有し、市
政運営に反映する双方向のしくみづくりが求められている。
・持続可能な都市経営を進めるため、まちの魅力を発信する取組が求めら
れている。
・市民からさまざまな市政情報の発信が求められている。

出典：「立川市第 4次長期総合計画（本編）」（立川市）を参考に作成
　　　http：//www.city.tachikawa.lg.jp/kikakuseisaku/shise/sesaku/kekaku/4sogo.html
　　　（参照2017-11-３0）
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（1）国分寺市人口推移

　市の最上位の行政計画である国分寺市総合ビジョン（計画期間は平成29年度から３6年度）から
国分寺市の人口をみると、次の図表には示されていないが文中において、平成３1年（2019年）は
約12３,000人，平成３2（2020）�年以降は約124,000人になると見込まれている。ただし、平成72
（2060）年までの長期的な将来人口推計としては，平成27（2015）年 7月策定の『国分寺市人口ビ
ジョン』において，平成72（2060）年には108,002人に減少すると見込まれている。
　また、平成 7（1995）年から平成27（2015）年までの年齢 ３区分別人口は、年少人口（ 0～14歳）�
が1３,769人から14,491人、生産年齢人口（15～64歳）が77,151人から79,4３1人、老年人口（65歳以上）�
が11,8３8人から25,457人と、全ての区分について増加している。しかし、構成比は年少人口が
1３.4％から12.1％、生産年齢人口が75.1％から66.5％、老年人口が11.5％から21.３％となっており、
年少人口、�生産年齢人口の割合が低下し、老年人口の割合が上昇している。（以上、国分寺市総
合ビジョンより）

�
出典：「国分寺市総合ビジョン」（国分寺市HP）http：//www.city.kokubunji.tokyo.jp/shisei/houshin/1015957.html
　　　（参照2017-11-３0）

3 国分寺市
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出典：「国分寺市総合ビジョン」（国分寺市HP）http：//www.city.kokubunji.tokyo.jp/shisei/houshin/1015957.html
　　　（参照2017-11-３0）
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（2）国分寺市スポーツ施設

　当調査会の発行している多摩地域データブック2016（平成28）年版によると、国分寺市におけ
る公立社会体育施設数は18存在するが、主なスポーツ関連施設について以下に掲載する。

�

名　称 ひかりスポーツセンター 地図番号 ①

所在地 国分寺市光町 1 -46- 8（ひかりプラザ内）

管理者 日本管財・TAC共同事業体

施設・諸室等

第一体育室【608㎡】：バスケットボール・バレーボール各 1面
バドミントン 4面

第二体育室【1３9㎡】：軽体操・軽スポーツ
フィットネスルーム【108㎡】：シェイプアップトレーニング・ストレッチ

名　称 新町ゲートボール場 地図番号 ②

所在地 国分寺市新町 1 -19- 2

管理者 国分寺市

施設・諸室等 クレーコート 2面



126

名　称 戸倉ゲートボール場 地図番号 ③

所在地 国分寺市戸倉 ３ -4３- 1

管理者 国分寺市

施設・諸室等 クレーコート 1面

名　称 戸倉野球場 地図番号 ④- 1

所在地 国分寺市戸倉 1 -３1- 1

管理者 日本管財・TAC共同事業体

施設・諸室等 野球場：野球・ソフトボール 1面
（サッカー、グランドゴルフ、ターゲットバードゴルフ等の使用も可）

名　称 戸倉第一テニスコート 地図番号 ④- 2

所在地 国分寺市戸倉 1 -３1- 1

管理者 日本管財・TAC共同事業体

施設・諸室等 砂入り人工芝テニスコート 2面

名　称 戸倉第二テニスコート 地図番号 ⑤

所在地 国分寺市戸倉 2 - 5 - 2

管理者 日本管財・TAC共同事業者

施設・諸室等 砂入り人工芝テニスコート 4面

名　称 室内プール 地図番号 ⑥

所在地 国分寺市西恋ヶ窪 ３ -３2- 6

管理者 日本管財・TAC共同事業体

施設・諸室等

一般プール【３25㎡】：25ｍ× 6コース
幼児用プール【３6㎡】
体育室（A・B）【1３1㎡】：軽体操・レクリエーション等に使用可
会議室【66㎡】・和室【３6㎡】

名　称 総務省情報通信政策研究所テニスコート 地図番号 ⑦

所在地 国分寺市泉町 2 -11-16（総務省情報通信政策研究所　敷地内）

管理者 （総務省の施設を国分寺市が借用し市民の利用に供している）

施設・諸室等 砂入り人工芝コート 1面

名　称 けやき運動場 地図番号 ⑧- 1

所在地 小平市上水本町 6 -22- 2

管理者 日本管財・TAC共同事業体

施設・諸室等 野球場：�野球・ソフトボール 1面（サッカー、ターゲットバードゴルフ、グ
ランドゴルフ等でも使用可）
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名　称 市民スポーツセンター 地図番号 ⑧- 2

所在地 小平市上水本町 6 -22- 1

管理者 日本管財・TAC共同事業体

施設・諸室等

第一体育室【1,05３㎡】：�バスケットボール・バレーボール・フットサル各 2
面・バドミントン 7面

第二体育室【３89㎡】：軽体操・軽スポーツ
軽体操室【105㎡】：軽体操・ヨガ・太極拳・エアロビクス
フィットネスルーム【291㎡】：�ウエイトトレーニング・有酸素トレーニン

グ・ストレッチコーナー・サンドバッグ・
ダンベル・バーベル

ランニングコース【 1周110ｍ】：ジョギング・ウォーキング
会議室【145㎡】・和室【66㎡】

名　称 西元町ゲートボール場 地図番号 ⑨

所在地 国分寺市西元町 ３ -26-３5

管理者 国分寺市

施設・諸室等 クレーコート 2面

名　称 本多武道館 地図番号 ⑩

所在地 国分寺市本多 2 - 1 -18

管理者 日本管財・TAC共同事業体

施設・諸室等 武道場【150㎡】：剣道・空手道・軽体操・卓球等に使用可

名　称 東京学芸大学弓道場 地図番号 ⑪

所在地 小金井市貫井北町 4 - 1 - 1

管理者 （東京学芸大学の施設を国分寺市が借用し市民の利用に供している）

施設・諸室等 5 人立ち（東京学芸大学弓道場南側部分）

出典：「国分寺市HP」を参考に作成
http：//www.city.kokubunji.tokyo.jp/shisetsu/sport/index.html（参照2017-11-３0）
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（3）国分寺市総合計画（抜粋）

　国分寺市総合ビジョンにおける、スポーツに関わる箇所を抜粋した。
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出典：「国分寺市総合ビジョン」（国分寺市HP）より該当ページを抜粋
http：//www.city.kokubunji.tokyo.jp/shisei/houshin/1015957.html（参照2017-11-３0）
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（4）国分寺市の抱える課題

　国分寺市総合ビジョンにおいて、国分寺市のまちづくり推進に向けた各分野の主な課題は、
下記のようなものが挙げられている。

施　策 課　　題

国分寺の魅力

・国分寺の魅力が市内外で十分に認知されているとは言えないた
め、様々な手法により認知度の向上を図る必要がある。

・市民、事業者等の興味、関心を引き出しながら、国分寺の新た
な魅力の発掘・発信や既存の魅力のブラッシュアップを進めて
いく必要がある。

地域づくり

・市民や地域の市民活動団体などは、独自に多様な活動をしてお
り、これらをつなげるための様々な仕組み、きっかけづくりが
必要である。
・市民活動の担い手の高齢化や固定化が進んでいる中で、誰もが
気軽に地域活動に参加できる機会の創出を支援する必要がある。
・地域づくりの主体である自治会・町内会や市民活動団体の活動
は活性化が求められており、その活動を支援する必要がある。
・地域づくりの担い手はまだまだ不足しており、その担い手を地
域の中から育成・養成する必要がある。
・地域づくりの一翼を担う社会福祉協議会と連携し、地域のボラ
ンティア活動を推進する必要がある。

商工振興・創業 ・広域的なにぎわいを創出するため、商店会同士の連携・体制強
化を支援する必要がある。

スポーツ振興

・老若男女を問わず、気軽にスポーツを楽しみ、健康の維持増進
を図るため、生涯スポーツの推進が必要である。
・体育施設の老朽化が進んでいることから、施設の保全及び機能
向上が必要である。
・気軽にスポーツを楽しむことから競技能力向上まで、それぞれ
の目的に応じたスポーツ活動への支援が必要である。

高齢者福祉 ・元気な高齢者の地域での活躍と、地域における介護人材の育成
が必要である。

健康づくり
・働き盛り世代等は、身体を動かさない、朝食をとらないといっ
た傾向がある。時間が無い中でも実践できる運動・生活習慣を
定着させる必要がある。

障害者福祉

・障害のある人が一生涯を通じて、地域で安心して自立した生活
を営むための取組を進める必要がある。
・障害のある人が地域で自立して生活し、その生活の質の向上を
図ることができるよう、能力や適性に応じて、仕事に就き、働
き続けられるようにする必要がある。

出典：「国分寺市総合ビジョン」（国分寺市HP）を参考に作成
http：//www.city.kokubunji.tokyo.jp/shisei/houshin/1015957.html（参照2017-11-３0）
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